
令 和 ４ 年 度 ｢薬 物 依 存 症 支 援 者 研 修 会 ｣実 施 要 領 

 

１ 目的 

当所の薬物依存症事業では、本人・家族の個別相談や薬物依存症セミナーの他、家族教室開催など

家族支援にも取り組んでいる。 

こうした状況を踏まえ、本人・家族にかかわる当所職員及び関係機関支援者が薬物依存症について

理解や知識を深め、更なる相談力向上を目的とし本研修会を年 2 回開催する。第 1 回は、NPO 法人

京都マック施設長 楳原節子氏から対面による参加者との対談形式の研修会を実施します。第 2 回

はダルク女性ハウス代表 上岡陽江氏、ハームリダクション東京共同代表 古藤吾郎氏からハーム

リダクションを中心とした当事者支援ついてオンラインで講演頂く。 

（※ハームリダクションとは、当事者の断薬をめざさずに、その使用によって生じるその方の健康・社

会・経済的な害（harm）を減少させる実践、プログラム、政策のこと。） 

 

２ 開催日時と内容 （※単発受講が可能です。それぞれにお申込ください。） 

〈第 1 回〉 

日 時 ： 令和４年 10 月 20 日（木）13:30～15:00  

テーマ ： 「事例から学ぶ依存症の回復に必要なもの」（講演+意見交換・質疑応答） 

講 師 ： 楳原 節子 氏（NPO 法人京都マック 施設長） 

場 所 ： 当センター体育室  

定 員 ： ２０名程度（先着順） 

※第 1 回のみ、当センター体育室で対面の研修会を行う予定ですが、コロナの感染状況を鑑み、

オンライン形式に切り替えることがあります。ご承知おきください。 

〈第 2 回〉 

日 時 ： 令和４年 11 月 30 日（水）13:30～15:30  

テーマ ：「やめてからでは遅すぎる。やめることから始めない。ハームリダクションで伴走する」

（講演+質疑応答含む） 

講 師 ： 上岡 陽江 氏（ダルク女性ハウス代表） 

     古藤 吾郎 氏（ハームリダクション東京共同代表） 

開催形式 ： オンライン開催（ZOOM 回線を使用） 

定 員 ：５０名程度 

 

３ 対象 

薬物依存症相談従事者（関係機関職員、保健所職員、当所職員等） 

 

４ 場所 

  （第 1 回） 当センター体育室で開催します。（※コロナの社会的状況でオンラインへ変更となる

場合がございます） 

（第 2回） オンライン開催につき事業所等でご視聴いただきます。 



   

 

５ 申込み受付期間 及び 方法 

   各回下記フォームにより、申込み期間中にお申込みいただく。 

（もしくは、次頁｢申込み用紙｣をメール添付か Fax で送信申込みいただく。） 

 

 

（第 1 回）【申込み期間 令和 4 年 9 月 26 日（木）～10 月 17 日（月）】 

 

▸申込み先 URL：https://forms.office.com/r/7cXsT9fmJN 

 

  ※左記フォームからも申込み頂けます。 

 

 

 

（第 2 回）【申込み期間： 令和 4 年 10 月 24 日（月）～11 月 23 日（水）】 

 

 ▸申込み先ＵＲＬ：https://forms.office.com/r/XejwuMSbTw 

 

  ※左記フォームからも申込み頂けます。 

    

 

     

     

 

６ 主催・問い合わせ先 

京都府精神保健福祉総合センター 相談指導課（吉村・田中） 

Tel ：075-641-1810   

  Fax：075-641-1819    

https://forms.office.com/r/7cXsT9fmJN
https://forms.office.com/r/XejwuMSbTw


 

令和４年度｢薬物依存症支援者研修会｣ 参加申込書 

令和４年  月  日 

申込み先 
‣FAX送信先：075-641-1819     ▸電話番号：075－641－1810 

‣メールの場合：r-yoshimura57@pref.kyoto.lg.jp （相談指導課吉村宛) 

ご所属  

お名前  

職種  

受講される回 

受講希望に✓を記載くだ

さい。単発受講可 

□第 1回（10/20（木）当センター体育室開催） 

□第 2回（11/30（水）オンライン開催）  

ご連絡先 

（メールと電話番号） 

（メールアドレス）※ＰＣメールをお願いします。 

 

（当日連絡のつく電話番号） 

 

講師への質問、講

義で聴きたいこと 
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